



















名・計 278名であった口その内、女子は、 86名で、全体の30.9%、約3分の 1を占めている口
l ・2学年とも運動部に入っていた者A (運動→運動) 183名(内女子62名)65.8% (女子72.
1 %)、 1学年に入っていて 2学年に退部した者B (運動→非運動)23名(内女子7名) 8.3 
%(女子 8.1%)、 l学年に入っていなくて 2学年に入部した者c(非運動→運動) 15名(内




























62度 運動時運動 33 
l学年 運動・非運 5 
' 非運司運動 6 s 非運司非運 1 5 
63度
2学年 -e ヨ 百十 59 
63度 運動ー運動 39 
l学年 運動司非運 6 
非運ー運動 3 
非運司非運 1 5 
平l度
2学年 -e 計 63 
平 l度 運動司運動 49 
1学年 運動司非運 5 
l 非運司運動 4 
l 非運回非運 1 2 
平2度
2学年 -e コ 計 70 
1学年 運動ー運動 121 
全員 運動司非運 1 6 
t 非連時運動 1 3 
1 非適時非運 42 
2学年
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学年進行 1学年ー 2学年 学年進行 l学年同 2学年























































学年進行 1 :学年司 2学年
図2-6 立位体前屈








学年進行 l学年司 2学年 学年進行 1:学年 - 2学年
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学年進行~学年司 2学年| |学年進行~学年司 2学年


























要事 二子 -t:: 弓三
1 学年 2 学年 学年 2 学年
A>D A>B. D A. C>D 
B. C>D 
A>B. D A>B. D 
A>B. D C>D A>B. D 
A>C. D A>B. C. 0 



























1 学年 2 学年
A>D A>B. D 
A>B. D A>B. 0 
A>B. 0 C>B 
A>B. C. D 
A>B A. C>O A>B A. C>D 
A>B. D A>B. 0 
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学年進行 l学年ー 2学年 学年進行 1学年時 2学年 学年進行 l学年暗 2学年 学年進行
国3-1 50m走 国3-2 走り幅跳び 図3-3 ハンドポー ル 図3-4 懸垂腕屈伸
計的に有意な差は認められなかった口
運動部活動をしている者がI学年より 2学年
秒 l I I 点
460 
が有意に優れることを期待したが無理なことで
ム) I I 40 
あった口これは、運動部に入っているといって
440 
も、運動部入部率65.8%(男子63.0%、女子72 n 38 420 
.1)が示すように、ほとんど練習に参加しない
400 
I I 36 
幽霊部員やスキーや水泳のようにシーズンしか
I I 34 
活動しない部が入っていること、弓道のように 380 -ー ←一一・
体力や運動能力の改善を期待するのは無理な部 32 360 
も運動部としているところによると推測される o :!大340 また、本学のような運動部活動では、運動能力向上は無理であることによるとも推測される。 320 
この点については、各部の指導が必要と思われ 26 300 
る口 I I 24 
表3は分散分析の結果、有意な差は認められ
|学年進行|l学年司 2言牛| |学年進行 |1学年司 2学年































これらによると、男女とも、 1年学も 2学年も運動部に入っていた者Aは、 I学年のときも
2学年の時も各級の占める割合はよく似ている口 1学年に入っていなくて 2学年に入部した者
c，土、 1学年より 2学年のほうが上級が多くなる傾向にあり、逆に、 l学年に入っていて 2学

















体重はわずかに増加 24 24 
20 
の傾向にあり、皮脂厚
22 22 19 
が減少にあることから、
¥ ¥ 18 
本学の 1年間の生活が
20 20 
::t~A 17 体組成に望ましい変化 18 16 をもたらしたと推測さ 15 16 
れる口この原因につい
I ~一一・ l 14 
ては、受験勉強からの
14 14 
:l亡さ開放によるとも考えら 12 εーミコ浮~ 12h れる口特に、 1・2学 10 10 年運動部活動を継続し
た男子の場合、体組成
学年進行 1学年時 2学年 |学年進行 |1学年司 2特 II学年進行い学年司 2学年
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